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榮 養 失 調 症 に 關 す る 臨 床 的 諸 統 計

其 の二　外地還送患者例並に全編の總括

平 木 潔

佐 久 間 昌 章

兒 子 卓

(岡山醫科大學北山内科敎室　主任　北山敎授)

第1章　 緒 言

前編 に於ては内地部隊 に於 て發生 した所謂

榮養失調症患者78例 の臨床所見に關 し,種 々

統計的觀察 を試みた.

本編に於ては外地部隊 に於て,季 節 に無關

係に散發的に發病 し内地 に還送 され,而 も誘

因 となる樣な合併症 を有 しない所謂戰爭榮養

失調症患者8例 に就 て 臨床的諸統計 を 試み,

併せて全編 の總 括的考察 を試 み ようと思 う.

第2章　 外地還送患者 例

外地還送患者8例 の 發病地は 夫 々 華北3,

華 中2,満 洲及び ビルマ各1で,發 病 より當院

に還送 される迄に半年 乃至1年 半 を經過 し,

病状一進 一退,そ の多 くは體重測定 も不能 な

程 重症であつた.

顏貌 は何れ も浮腫状,氣 力無 く,顔 色蒼白

で あるが,一 般に浮腫の少い内地部隊發生患

者 と異 り暗褐色調 を帶びて居 ない.主 要 なる

自覺症状 としては第1表 に見る如 く,全 身倦

怠,脱 力感,四 肢厥冷,易 心悸亢進 等で,何 れ

も大體内地部隊發生患者 と同樣であるが,多

尿,頻 尿,夜 尿等を訴へ るものが著 しく少い.

中等席以 上特 に高度の全身浮腫あ り,か ゝる

患者では尿量は少い.消 化器系統の訴へ とし

ては下痢及び食思不振である.内 地部隊患者

と異 り殆ど總ての患者に下痢があ り,便 性は

軟便乃至水樣便で粘液 を混 じてゐることが屡

々あ り,止 痢劑により一時止まることはあつ

ても間もな く再び下痢を來す樣 な状態を繰返

す.食 思不振が總てに認められる點 も内地部

隊患者と異る點である.

第1表　 自覺症状　(轄 入直後)

第2表　 1分 時脉摶數　(轉入直後)

を呈す るもの多 く,體 温 も又 一般 に低體温 を

示す ことは内地部隊患者 と同樣で ある.尿 量

は俘腫高度 の場合 には少 く,浮 腫減退時 には

多尿 を認 めるのは當然で あるが,内 地部除患

者では羸痩型 の もので も多尿,頻 尿,夜 尿 を

訴へ るものが多かつたが,還 送患者 では この

理學的所見としては第2表 に見る如 く徐脉
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樣 なことはない.尿 中蛋 白,糖 は全例に陰性.

便 に就 ては轉入直後 よ り度 々細菌學的檢索 を

行つたが常に陰性に終つ て ゐ る.血 壓は第3

表の如 く一般 に低血 壓 を示 してゐ る.血 沈 は

第4表 の如 く 中等度 乃至 高度に 促進 してゐ

る. 51以 上の もの3例 あ り,一 般に内地部隊

患者 に比 して血沈値は大である.血 液像 に就

ては第5表 の如 く赤血球數,血 色素量 は中等

度 乃至 高度の減 少を示 し,色 素係數は0.9前

後 の ものが多い.白 血球數減 少,淋 巴球比較

的增 多,「 ヱオヂン」嗜好細胞減 少等は内地部

除患者と同樣である.

第3表　 最高血壓　(轉入直後)

第4表　 血沈平均値　(轉入直後)

經過並 に症歸　 内地部隊患者 と同樣 な治療

方針の下に經過 を觀察 したの であ るが,浮 腫

減 退 し好轉の兆が 見 えて も又 々惡化 して以前

の状態 に 歸 る と云ふ樣 な ことを繰返 しつ ゝ,

漸次衰弱 して死亡 する ものが多い.8例 中3

例 の死亡 を見,治 癒 した もの は僅 に2例,殘

りの3例 は病状輕快乃至不變の儘退院 した.

第3章　 總括並に考按

榮養失調症乃至その類似疾患に關 しては既

に前 歐 洲 大 戰 時食 糧 事情 の最 も惡か つ た 獨墺

國 内 に於 て 經驗 せ られ, eigenartiges Oedem,

 essentielle bradykardische Krankheit, Oe

demkrankheit, Kriegsoedem等 の名 稱 の下

に報告せ られた.其 後榮養障碍性浮腫患者に

就 て 中華 民 國,米 國 等 に於 て夫 々famine

 edema,及 びendemic nutritional edemaと

云ふ名稱の下 に詳細 なる報告が ある.而 して

之 等患者はその名 の示す樣 に總 て浮腫 を主訴

とす るもので,榮 養障碍 に起 因す る ものであ

り,攝 取食物の全體 的熱量不足 及び特 に蛋 白

質 の欠乏が主因 であるとす るものが 多い.

今次戰爭 に際 して も既に 昭和13年 頃か ら

中華民 國各地 に於 ける出征兵士 中に,慢 性下

痢及び浮腫 を件 ひ時 に極度の羸痩 を來 し,高

度の死亡率 を示 す衰弱患者多發 し,戰 爭榮養

失調症乃至所謂戰爭榮養失調 症,所 謂戰爭腸

炎性衰弱症,或 は慢性下痢 を伴ふ衰 弱症等 と

して報告せ られてゐ る.そ の本態 に關 しても

種 々論議が あ り,大 體 に於 て戰爭性過勞,榮

養不及,諸 種 の非衛生的環境等 に起 因する原

發性戰爭榮養失調症 と,諸 種の疾 病の合併の

爲 に起 る續 發性 戰爭榮養失調症 とに區分 され

る樣 になつた.勿 論之 等に就 て も各種の研究

がなされ,浮 腫發生の原 因に關 しては前大戰

時 に於 ける各學者の成績 と一致 し,蛋 白の欠

乏が その主 因をな し,更 に各 種「ヴイ タ ミン」

欠乏 も與 つて力あ りとす るものが 多い.

一方 國内に於て も食糧 事情逼迫 した昭和19

年頃 か ら,前 大戰時獨墺 に見 られた戰爭浮腫

類似の患者が發生す るに至 り,諸 家 によ り種

々な名稱の下 に報告せ られ,そ の原 因 も種々

議論 せ られた が,最 近 に至つては尚 多少の異

論 は別 として,坂 口敎授 の記載か ら見 て も動

物性蛋 白質特 に必須「ア ミノ」酸 の欠 乏 と云ふ

ことに決定 して來 たや うで ある.

余等 は内地部隊 に於 て多發 した榮 養失調症

患者78例 及び 戰地 よ り還送 された原發性 と

思考 され る所謂戰爭榮養失調症患者8例 の臨

床症状に就 て種 々統 計的觀察 を行 つたのであ

るが,更 に個 々の事項 に就 て諸氏 の記載 と比

較檢討 しつ ゝ總括的 考按 を試 みや う.
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第5表　 血 液 像　(轉入直後)

季節 との關係　 前大戰時の戰爭 浮腫に關 し

てはあま り記載がないが,内 地に於 けるもの

は冬季 に發生す るもの多 く,佐 々,進 藤,山

口,木 下,福 島等 もこの點一致 し,余 等の例

で も同樣晩秋 よ り初春にか けて ゞある.然 る

に今次大戰の出征兵士間 に見 られた例では諸

氏の報告 も又余等の例で も最 も多發す るのは

夏季 であ り,こ の點 内地に於ける もの との顯

著 な相異點 と思 はれ る.

年齡及び性別　余等の 例 で は總 て20-30

歳の兵士であつた爲,年 齡的,性 別的罹患 に

關する推定材料 とはな り得 なかつた.

自覺症状として共通な點は全身倦怠,脱 力

感,四 肢厥冷等である.前 大戰時 の例 では前

述の樣に戰爭浮腫 或は 單に浮腫病 と呼ばれ,

又米國,中 華民國に於ける例に於ても浮腫は

總ての患者に共通 な事項 とされてゐたが,今

次 戰爭の兵士間 に見 られた戰爭榮養失調症で

も又 内地 に發生 した例 でも,必 ず しも浮腫 を

伴ふ とは限 らず,所 謂浮腫型 の他 に移 行型 及

び全 く浮腫 のない羸痩型 も認 め られた.余 等

の例で も浮腫 を認 めた もの46.1%で,而 も中

等度以 上の浮腫 を有 してゐた ものは極 めて 少

數 で,福 島,木 下等の云 ふ如 く極 めて短期間

に急激 に發病 因子が作用 して發 生 した,比 較

的 重症 な移行型乃至萎縮型が大部分で あると

云ふ ことが出來 る.多 尿,頻 尿,夜 尿等は前

大戰 時の戰爭浮腫 で も常 に見 られ,且 比重 も
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一般に低下 の傾向が認 め られてゐる.我 が出

征兵士間に於ける例では報告者 によ り種 々あ

るが,尿 量增 加 を認めてゐる ものが多い,余

等の還送患者では多尿,頻 尿を訴へた ものは

唯1例 で他 は何れ も浮腫 の消長 と關 係が あつ

た.内 地 に於ける例 で もこの樣な訴へは可成

り多 く.余 等の例で も87.2%に 認め,尿 量に

應じて比重 も低下の傾 向があ る.獨 墺 の戰爭

浮 腫で は下痢 を訴へ るものは 少かつた樣であ

る.我 が出征兵士間に見 られた例では總 てに

慢性下 痢が あ り,余 等の還送患者例で も既往

に於て何 れ も頑固な下痢に惱んで居 る.然 る

に 内地 に於 ける例では この點甚 しく相異 し,

諸 家の報告 と同樣 余等の例 に於て も1/3に 認

めたに過 ぎない.

次 に主 要理學的所見 に就ては,前 大戰の戰

爭浮腫で も總 てに徐脉が認 められ てゐる.今

次我が出征兵 士間の戰 爭 榮養失調症 で もやは

り徐脉 を認めて居 る もの多 く.余 等の例 に於

て も同樣で,之 を以て本症の特徴 の一つ とす

る ことが出來 る.徐 脉 と共に低血 壓 も亦本症

に可成 り特有 な もので,諸 家の報告 と大體一

致 して居 る.血 沈に關 しては前大戰例では記

載が 殆どない.今 次の戰地 に於 ける例 では何

れ も輕度乃至 中等度の促進 を認め,内 地例で

も一般に促進 して居 るものが 多く,こ の點 余

等の例で も同樣 である.次 に血液像 に關 して

は,輕 度乃至 中等度,時 に可成 り高度 の貧血が

あ ると云ふ點 に於ては前大戰時 の もの,今 次

戰爭の 内地,外 地 の ものに 總て同樣 である.

Jansenは 色素係敷が一般 に1.0よ り大 である

と云つて居 るが,福 島,福 島-木下 等及び余等

の例で も何れ も1.0以 下 である.「ア ニ ソチ ト

ーゼ」は認 め られ るが,「 ポイキ ロチ トーゼ」

は な く,病 的幼若細胞 も出現 しない.白 血球

數 に關 しては殆 ど總ての學 者が その減少を認

めて居 り,余 等の還送 患者で は62.57%,内 地

部隊患者では67.6%に6,000以 下の減少 を認

めて居 る.白 血球の組成 に關 しては諸 家の報

告 と同樣 比較的 淋 巴球增 多症 を認 める.「 ヱ

オヂ ン」嗜 好細胞 に關 して は 報 告 が 少 い が,

余 等の例では還送 患者 で も内地部 隊患者で も

0～2.0%の ものが大部 分で.注 目すべ き所見

と思はれ る.

以 上述べた所 を簡 單に纒 めてその特徴 を述

べれば,前 大戰 の戰爭浮腫症 は主 として輕度

乃至 中等度の 浮腫 を認 め,多 尿,頻 尿あ り,更

に徐脉,低 血壓 を主徴 と し,多 少の下 痢はあ

るが多 くは便通 に異常 はな い.今 次戰地 に於

ける榮養失調症は 中等度乃至高度 の浮腫 を伴

ふ ものか ら,反 つ て羸痩萎縮の高度な もの 迄

あ り,徐 脉,低 血壓 も同樣 に認 め られ,多 尿,

頻 尿 を訴へ るもの も多いが,反 つて尿量の減

少するもの もあつて,主 と して下痢や浮腫に

關 係する らしい.便 通は前 者 とは全 く相異 し

發病當初か ら頑 固な慢性下痢が總てに認 めら

れ,發 病季節 は夏 に多い.内 地に於 け る榮養

失調症で も輕度乃至 中等度の浮腫 を呈 する所

謂浮腫型及び移行型か ら,全 く浮腫のない萎

縮型 に至 る迄程度は色 々で ある.徐 脉,低 血

壓 を認 め,多 尿,頻 尿,夜 尿 を訴へ るもの多

く,之 等は浮腫 とあま り關 係が ない.輕 い下

痢 を訴へ るもの もあるが多 くは便 通に異常は

ない.發 病季 節は冬 に多い.其 他貧血,白 血

球減 少症,及 び淋巴球の比較的增 多等は三者

に共通である.即 ち臨床 所見 よ り見れば内地

に見 られ る榮 養失調症 は戰地の もの とは確に

相異 し,寧 ろ前 大戰時,獨 墺 に見 られた戰爭

浮腫 に近似 してゐ るが,之 よ りも更に病状の

重 い ものが可成 り認 め られた.

第4章　 結 言

1)　 著 者等は 某軍 病院で經驗 した榮養失調

症 患者の臨床所見 に關 し,諸 家の報告 と比較

檢 討 し,更 に前大戰時に於 ける獨墺 の例及び

今次戰爭に於け る戰地部隊 に發 生 した例等 と

の異同に就 て言 及した.

2)　 著者等の取 扱つた榮 養失調症 は内地部

隊に於 て發 生 した もの78例,戰 地 よ り還送 さ

れて來た もの8例 で,何 れ も誘因 となる樣な

合 併症 のない もの みゝで ある.

3)　 臨床所見の上 か ら見 れば 内地 に見 られ

た榮養失調症は 戰地の もの とは 確 に相異 し,

寧 ろ前大戰時,獨 墺 に見 られた戰爭浮腫 に近

似 してゐ るが,之 よ りも更 に病状の重い もの

が可成 り存在 した.　 (昭 和21年5月 脱稿)

擱筆するに臨み御懇篤なる御指導と御校閲を忝

うせ し,恩 師北山敎授に深謝す.
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